
第４学年３組 算数科学習指導案

平成１５年９月１８日（木）第５校時

１．単元名 式と計算

２．単元の目標

・式の扱いに関心をもち （ ）を使って１つの式に表したり，具体に即して式をよみとろ，

うとする （関心・意欲・態度）。

・式の意味を考え，具体に即して式の意味を説明することができる （数学的な考え方）。

・数量の関係を（ ）を使って１つの式に表すことができる。また （ ）を用いた式や四，

則混合の式の計算ができる （表現・処理）。

・四則混合の式や（ ）を用いた式の計算の順序をまとめる （知識・理解）。

３．指導について

４月から授業時間の初めに５分間ドリルを行ってきた。一斉に計算問題に取り組み，回を

重ねるごとに計算力がついてきた。また，授業開始のけじめがつき授業への集中力も増して

きた。

４年生になり，学習における個人差が徐々に目立ってきた。学年当初から，ＴＴ形態を中

心に指導を進めてきたが，学習内容によっては，単純分割や習熟度別分割による少人数指導

を取り入れてきた。

本単元では，数量関係が多少複雑な場合について，四則の混合した式や（ ）を用いた式

， ， ，に表したり それをよみとったりする学習を通して 計算の順序について理解するとともに

式のはたらきに対する見方を深め，活用能力を高めることをねらっている。単に式の計算に

慣れさせるだけでなく，式のもっている意味やよさなどについても十分に理解させることが

。 ， ， ，必要である そこで今回は 学び合う学級集団を基本にしながら 個人差に対応するために

１つの学級を２つのコースに分けた習熟度別少人数（じっくりコース・ばりばりコース）で

指導することにした。

コースの分け方については，日頃の学力，事前テスト，本人の希望を十分に勘案して決定

した。なお，コースの特性により，じっくりコースでは，より個に応じた支援ができるよう

に１０名程度とした。文章題を苦手とする児童にも，意欲をもって楽しく取り組ませるため

に，具体的な場面設定を多く取り入れ，計算が無理なくできるように配慮した問題を扱いた

い。また，ばりばりコースでは，発展的な学習に取り組ませ，お互いに解き合ったり教え合

ったりして，数量関係の理解を深めさせたい。

４．指導計画（９時間配当）

第１次 式とその計算のじゅんじょ（習熟度別） ４時間 本時（３／４）

第２次 式の表し方とよみ方 習熟度別 ２時間（ ）

第３次 算数のまど（習熟度別） １時間

第４次 ふく習 習熟度別 ２時間（ ）



じっくりコース

５．本時の目標
・ことばの式をもとに，数量関係を１つの式で表すことができる。
・四則混合の計算順序のきまりを知り，正しく計算することができる。

６準備物
５分間ドリル，ワークシート，文房具類，ことばの式カ－ド

７．本時の学習過程
学習活動 支援（・）評価（☆）

○５分間ドリルを行う。

○本時の課題を知る。 ・問題文を読ませ，１つの式に表すと
いうねらいをつかませる。

ことばの式をもとに，１つの式で表し計算しよう
・具体的な買い物場面を設定し，実際
にお金を使っての体験活動を通して

○ことばの式をもとに（ ）を使って，１つの式に 考えさせる。
表す。 ・問題の解決に必要な数値を確認す

る。
「 」 。① １さつ１００円のノートを３さつ買って ・前時の ことばの式 を想起させる

５００円出したときのおつりはいくら？ ・ことばの式から１つにまとめられる
数量を見つけさせる。

出したお金 － 代金 ＝ おつり
５００－（１００×３）
５００－１００×３ ・十分な時間を取って考えさせたい。

② ３００円の筆箱と，１ダース４００円の鉛 ☆（ ）でくくられた式を１つの数量
筆を半ダース買ったときの代金はいくら？ として捉えているか。

（ワークシート，発表）
筆箱の値段 ＋ 鉛筆半ダースの値段 ＝ 代金

３００＋（４００÷２）
３００＋４００÷２ ・はやく解けた児童には，発表用紙に

書き込ませておき，説明の時間を確
○各自の考えを発表する。 保する。

○乗除先行のきまりを知り，①，②の式を（ ）を
とって表す。

たし算やひき算と，かけ算やわり算とが混じっ
た式では，かけ算やわり算を先にする。 ・①，②の計算を通して，加減乗除が

混合している式では （ ）がなく，
① ５００－１００×３＝２００ ても乗除の計算を先にすることに気
② ３００＋４００÷２＝５００ づかせる。

○練習問題を解く。 ・ ）をとった式で実際に計算をさ（
① ３０＋５×２ せ，加減と乗除とが混ざった式の計
② ２０－４÷２ 算に慣れさせる。
③ １０＋３×３ ☆計算の順序に従って，正しく計算で
④ ４０＋８÷４ きたか （ワークシート）。

・児童一人ひとりのつまずきに対し，
丁寧に個別指導する。

○今日の学習の振り返りをする。 ・次時の予告をする。



ばりばりコース

５ 本時の目標

・ことばの式をもとに、数量関係を１つの式で表すことができる。

・四則混合の計算順序のきまりを知り，正しく計算することができる。

６ 準備物

５分間ドリル問題，ことばの式カード，具体物，ワークシート，発表カード

７ 本時の学習過程

学 習 活 動 支 援 (・)と 評 価（☆）

○５分間ドリルを行う。

○本時の学習課題

ことばの式をもとに，１つの式で表し計算しよう。 ・問題を読ませ，１つの式に表すというねら

いをつかませる。

○解決方法を考え、１つの式に表す。

① １さつ９０円のノートを４さつ買って， ・問題の解決に必要な数値を確認する。

５００円出したときのおつりはいくら？ ・前時の「ことばの式」を想起させる。

出したお金 － 代金 ＝ おつり ・ことばの式から１つにまとめられる数量を

５００－（９０×４）＝１４０ 見つけさせる。

５００－（９０＋９０＋９０＋９０）＝１４０

☆（ ）でくくられた式を１つの数量として

②３００円の筆箱と，１ダースが４８０円の鉛筆 捉えているか。また，計算先行を認識して

を半ダース買ったときの代金はいくら？ いるか。 （ワークシート，発表）

筆箱の値段 ＋ 鉛筆半ダースの値段 ＝ 代金 ・はやく解けた児童には，発表用紙に書き込

３００＋（４８０÷２）＝５４０ ませておき，説明の時間を確保する。

○各自の考えを発表する。 ・①，②の計算を通して，加減乗除が混合し

， ，（ ）ている式では 乗除の計算を先にし

○乗除先行のきまりを知り，①，②の問題の式を（ ） は必要でないことに気づかせる。

をとって表す。

たし算やひき算と，かけ算やわり算とが混じった ・ ）をとった式で実際に計算させ，加減（

式では，かけ算やわり算を先にする。 と乗除とが混じった式の計算に慣れさせ

①５００－９０×４＝１４０ る。

②３００＋４８０÷２＝５４０

○練習問題を解く。 ・乗除先行のきまりについての習熟を図る。

①１８０＋２０×４ ☆加減乗除の混合式を，計算の順序のきまり

②１０００－６００÷２ にしたがって正しく計算できたか。

（ ）③６０÷３＋３０×２ ワークシート

○上記の①～③の式で表される文章問題を作って，発表 ・具体的な買い物場面を想定したコーナーを

する。 設ける。具体物の値段をもとに，式を説明

する作問をさせることにより，式の意味を

より理解させる。

○本時の学習をを振り返る。 ・次時の予告をする。


